
様式第２の２（第3条関係）

　　加古川市長　殿

〒
届出者

所属
氏名
電話番号
電子メール

備考
　　利用すること。

3　届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本産
　　業規格Ａ４とすること。

2　※印の欄には、記載しないこと。

工場又は事業場の所在地 ※受理年月日 　　年　　月　　　日

△排出水の排水系統別
の汚染状態及び量

別紙のとおり

※審査結果

※　備　　考

工場又は事業場の名称 ※整理番号

1　△印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を

担当者

排出水の排出系統別の汚染状態及び量の届出書

年　　　月　　　日

氏名又は名称及び住所並びに法人にあってはその代表者の氏名

　　水質汚濁防止法第６条第３項の規定により、排出水の排水系統別の汚染状態及び量について、
次のとおり届け出ます。

法人の場合は、事業者の住所、名称、代表者氏名を記入。や

むを得ず工場長等が申請人となる場合は、法人の代表者から

権限を委任されていること。この場合委任状が必要。

個人の場合は、住所、氏名を記入。

６７５－○○○○

加古川市○○町○○丁目○○

○○工業株式会社
代表取締役 加古川 太郎

TEL ○○○○-○○-○○○○
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３　※印の欄には記載しないこと。
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最大 最大

１　本紙の記載にあたっては、指定項目ごとに作成すること。

２　指定項目の別の項、汚染状態の項及び汚濁負荷量の項には、指定項目について記載すること。
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種類及び用途

汚染状態

合　　計
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その他の区分 （㎎/L） （ｍ
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業       種 汚染状態 水　　量

別紙５

排出水の排水系統別の汚染状態及び量

指定項目の別

ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐにつ

いてそれぞれ作成

通常の汚染状態×通常

の水量÷1000

最大の汚染状態×最大

の水量÷1000

設置（変更）届書の別紙４

に記載した排水口番号を

記入。

兵庫県告示９５４号、９５

５号、９５６号の別表の

区分番号及び業種名を

記入

日本標準産業分類（平成

１４年３月改訂）より記入

住宅系浄化槽、農業集落

排水処理施設、コミュニ

ティプラント等は「0000」と

冷却水や湧出水など、汚

染されていない排水のみ

記入


